人い ると き 

.f 呂本百 4 口 子 



「御免なさいね、 お 火 もない ところでお 待たせして」 

多 喜 子 は、 大きめ の 手 提靼を あけて 仮縫いに かかつ 

ている 服 をと リ 出した。 

「すぐな さ います？」 

「もう 少しあった まつてから にしよう じ やない の。 I 

I でも、 …… おいそぎになる の？」 

「いいえ、 そうで もな いんです けれど …… 」 

「じゃあ、 ゆっくりなさい よ。 きょうは うちで も 珍し 

くす こし 風邪気味で お休み だし —— …… 」 

一 二度 麻雀に 誘われて 遊んだり した ことの ある 良人 

の 幸 治の こと を 云い、 尚 子 は、 



「レレ じ やな レひ、 な 力な 力」 

「よかった わね、 やっぱり この カラ ー の 型に して」 

ねえ 

「そり やそう さ、 お 嫂さん たら V にす るなん て。 そん 

なのない わ」 

裾の 長さまで きめてから、 多 喜 子 は 自分 も 立ち上つ 

て、 出来栄え を 眺めた。 

「思った よりよ かった こと —— お 袖のと ころい いかし 

ら？ つれません？」 

「^ いいようよ」 

： ^子 力 

「原さん、 すっかり 板に ついち やった な あ」 



原に 会う の」 

「ハ ハァ」 桃 子 は 抑揚 をつ けて そう 云いながら 大きく 

顎 を ひいて 芝居が かりの 合点 をす ると、 手に もってい 

たべ レ— を 振って、 シラノ • ド • ベルジュラックが 舞 

台で やる ような 挨拶 をした。 

「じ や 私さつ さと 消える わよ、 さよなら」 

ヴェ ランダの 降 口まで 足早に 去って、 桃 子 は そこ か 

さび 

らもう 一度 こっちへ 顔 を ふり 向け、 腹立ちより 寥 しい 

気分で 遠ざか つ て ゆく その 姿 を 見送って いた 多 喜 子に 

向って、 手 を ふった。 

シモ ー ヌ . シ モンが ディ アンヌと いう 裏町の 娘に 扮 



し、 ジェ ー ムス • スチ ユア— トが 道路 掃除 夫の チ ーコ 

になって いる 「第 七 天国」 という 映画 も、 バ —バラ- 

ス タン ウィックの 出演して いるもう 一 つの も、 どっち 

も 背景に 欧州 大戦 時代 を とりいれた 作品であった。 多 

喜 子 は 並んで いる 参吉 に、 

「何だか 古く さい わね」 と 囁いた。 

「うん」 

場内が 明るくな つて、 間 奏楽の 響いて いると き参吉 

は、 

「変な 工合に 現代の 空気 を 反映して るみたい な 作品 だ 

な」 
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